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効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
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最大財産P: 残り財産P：

七ヶ扇 八重（ななおうぎ やえ）

エンジェルハィロゥ
モルフェウス

ノイマン

暗殺者

19

感染

結社の一員

飢餓

疑惑

旅行者

女

33

借り:墓守 清正
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馬 レネゲイド 裏社会2 2 1

レッドテンペスト 射撃
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22 使うたびHP1D失う。

0 0

遺産の器:雷神の槌
REC:強羅瑠璃

アリオン
マスターレギオン
ノア・マクレガー及びARK

尊敬
連帯感
感服
執着

劣等感
不安
脅威

敵愾心

[Dロイス]雷神の槌
●ユニークアイテム
レッドテンペスト
[エンブレム]相棒

[エンブレム]ビーコン

●通常アイテム
ショットガン

ウェポンケース
コネ:情報屋

コネ:UGN幹部

情報収集チーム

8 3

ワーディング

リザレクト

リフレックス

コンセントレイト〈ノイマン〉

砂の結界

零距離射撃

巨匠の記憶

天使の外套

ﾃｸｽﾁｬｰﾁｪﾝｼﾞ

究極鑑定

天使の絵の具
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★

★
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2

2

2

オート

気絶時

ﾒｼﾞｬｰ

ｵｰﾄ

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ

視界

-

-

至近

至近

-

シーン

自身

-

自身

-

-

自動

自動

ｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ

自動

射撃

効果参照

-

↓100

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

エンブレム〈命の終点効果〉

C値-Lv(下限値7)

カバーリング

判定ダイス+Lv個

判定ダイス+Lv個〈運転〉〈芸術〉〈知識〉〈情報〉

外見の上書き

物品の見た目変更

遺産かどうかの鑑定に使う。

幻影を作る。

-----概要-----
元FHチルドレン。 現フリーランスの女暗殺者。
FH時代に受けた訓練にて、上の人間から下される様々な生死を厭わない試練に疑問を抱き
後の別の事件を境に『マスター達の掃討』を欲望として掲げた。
その欲望はFHを抜けた今も継続しており、裏世界の幅広い情報網を使い密かにマスター討伐に興じている。
その様から彼女を彼女と認識していないものからは『マスター狩り』とも呼ばれている。
実際何人のマスターを屠ったのかは不明だがFHの戦闘部隊ムーンドッグを手こずらせる程度の実力はあるもよう。
この様な活動を指令や依頼無しで勝手に行っているためかUGNからの心象はやや悪い。
ただしFHから抜ける際に協力してもらったナイトフォールの面々とは比較的良好な関係を築けている。
現在その行動を支持する者が少しずつ周りに集まり始めている。
墓守 清正は彼女に施された人体改造のオリジナル版個体。彼とは別の方向から不死を目指した結果だ。

レネゲイドビーイングのアリオンとはFH時代からの相棒であり大切な友達である。
戦闘の失血で行動不能になる度にアリオンに運んでもらっている。普段はイヤリングになっている。
マスターレギオンはかなり相性の悪い仇敵であり元上司だ。
過去に何度も倒そうと試みているが従者の軍勢にタコ殴りにされ逃げ帰っている。

-----戦闘スタイル-----
一言でいえばゾンビ。何度となく起き上がり強力な一撃をお見舞いしてはまた倒れるを繰り返す。
傷はレネゲイドウイルスの影響で塞がるが失血はどうしようもない為外傷ではなく貧血でよく倒れる。

-----覚え書き-----
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